
【こんな人材を求めています】

皆さんはどんな職場で働きたいとお考えですか？

当法人では、自分を成長させたい方、能力を発揮させたい方、専門においてプロフェッ

ショナルになりたい方など、向上心のある方を求めています。

それは、職員のモチベーションを向上させ、職員が「やりがいを持って、活き活き

と働く」こと、そして「一人ひとりが成長すること」が、利用者の満足度向上にもつ

ながり、法人の発展の基礎だからです。

もちろん、そのために法人としても『研修制度・勉強会』「職員が成長できる仕組

み」を構築し、充実するように取り組んでいます。

（下欄・裏面それぞれ参照）

【皆さんへの期待】
高齢者介護の分野は、いわゆる団塊の世代の高齢化に伴って、今後２０年は拡大

していきます。ですから、みなさんがリーダとなって支えていくことになります。

当たり前のことですが、 ３年、５年と「時」は、あっと言う間に過ぎていきます。

この期間を“なん㌀㌀㌀つ怀発揮턒넀



医療法人北寿会 経営理念 「家族の絆を深め、在宅生活の喜びを創造する」
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職員が成長できる仕組み

年に一度、各職員が、自己申告書を提出します。
そこには「自己啓発の記録」「目指している資格」

「キャリア目標」「経験したい部門」などを記載しま
す。

人員欠員などの場合、自己申告書を考慮して、異動
等の対応を行うことがあります。

運営目標実行プラン発表会
毎年７月に運営目標実行プラン発表会を開催していま

す。この発表会は事前に発表されている『法人全体の
運営目標 」に対して、各部門から一年間取り組む目標

を発表するもので、全職員が参加して行われます。

発表会のあと、食事・飲み物が用意され、職員間の懇

親会が開催されます。

社内提案制度
職員一人一人が、問題意識を持ち、改善を提案する制

度です。自由に提案ができる職場風土があります。
また、法人への貢献度の高い提案に対しては、表彰

を行っています。

ありがとうカード
職員一人一人が、他の職員に対して、「ありがとう」

という感謝の気持ちをカードで贈る制度です。記名で
も匿名でもよく、贈った方も贈られた方も嬉しくなる
制度です。

目標管理制度と人事評価制度
職員は、年度はじめに上司との面談の上、一年間の個

人目標を設定します。そして、半年後に評価・見直し、
一年後に自己評価を記入します。

また、半年ごとに職員一人ひとりが、人事評価表に
自己評価を記入し、上司は部下の育成に役立てます。

さらに、公平な評価、適正な処遇を目指しています。

情報共有できる仕組み
サイボウズの活用（グループウエア）

企業では一般化しているグループウエアとい
う情報共有ソフト「サイボウズ」を導入してい
ます。

パソコンをネットワークでつなぎ、「サイボ
ウズ」を使って情報を共有しています。

キャリアアップの仕組み構築
職員のキャリアアップを支援する体系的な

仕組みを構築しています。それは、上記の
「職員が成長できる仕組み」「研修制度」
「職能資格制度」を含んでいます。

医療法人北寿会の一員として一緒に働き、共に成長しましょう。
応募を希望される方は、ご連絡ください。

詳しくは、ホームページをご参照ください。

http://www.apple-g.or.jp

平
成
二
五
年
六
月
二
十
日
法
人
運
営
連
絡

会
議
に
お
い
て
二
五
年
度
法
人
運
営
目
標
が

発
表
さ
れ
た
。
北
神
理
事
長
は
挨
拶
の
中
で

「
北
寿
会
を
立
ち
上
げ
た
頃
は
『
地
域
で
最

高
の
介
護
を
提
供
し
た
い
。
施
設
側
の
都
合

で
は
な
く
、
利
用
者
の
立
場
か
ら
見
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
た
い
』
と
い
う
思

い
だ
っ
た
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ

て
、
ど
う
し
て
も
外
圧
的
に
な
っ

た
り
、
押
し
付
け
て
い
く
こ
と
が

出
て
く
る
。
も
う
一
度
原
点
に
返
っ

て
、
最
高
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
目

指
し
、
見
直
し
て
い
く
」
と
新
し

い
方
針
を
説
明
さ
れ
た
。

Ｑ
１

今
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。

（
冨
田
）
入
所
の
介
護
職
と
し
て
、
日
常
生
活
で
手
伝

い
が
必
要
な
ご
利
用
者
の
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。
食

事
・
入
浴
・
排
泄
介
助
は
も
ち
ろ
ん
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
生
活
リ
ハ
ビ

リ
、
施
設
行
事
、
朝
・
夕
の
会
な
ど

様
々
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

（
衣
笠
）
老
健
の
理
学
療
法
士
と
し

て
、
入
所
・
通
所
の
ご
利
用
者
に
リ

ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用

者
の
体
の
状
態
を
把
握
し
、
リ
ハ
ビ

リ
計
画
に
沿
っ
て
、
歩
行
、
ス
ト
レ
ッ

チ
を
中
心
に
療
法
を
駆
使
し
て
治
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２

ど
ん
な
時
に
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
。

（
冨
田
）
ご
利
用
者
と
二
四
時
間
、
三
六
五
日
向
き
合

い
、
心
に
寄
り
添
っ
て
ケ
ア
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ご
利
用
者
が
私
を
信
頼
し
、
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る
変

化
が
実
感
で
き
る
時
で
、
ま
た
、
ケ
ア
を
す
る
と
き

「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
時
で
す
。

（
衣
笠
）
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
こ
と
で
、
ご
利

用
者
が
よ
く
な
っ
て
い
く
の
を
実
感
し
た
と

き
で
す
。
ま
た
、
僕
と
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て

い
く
中
で
、
笑
顔
が
増
え
て
い
っ
た
と
き
に

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

Ｑ
３

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
冨
田
）
し
ん
ど
い
こ
と
や
、
悩
む
こ
と
が

多
い
仕
事
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
自

分
が
頑
張
れ
ば
、
ご
利
用
者
か
ら
そ
の
分
返
っ

て
く
る
も
の
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
一

緒
に
考
え
て
仕
事
が
で
き
る
方
を
待
っ
て
い

ま
す
。

（
衣
笠
）
リ
ハ
ビ
リ
部
門
で
の
毎
朝
、
約
三

〇
分
勉
強
会
を
行
い
な
が
ら
、
仕
事
を
通
じ

て
日
々
勉
強
中
で
す
。
実
際
に
仕
事
を
し
て
、

学
生
時
代
の
積
み
重
ね
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
す
。
多
く
の
こ
と
を
学
び
取
る

こ
と
を
意
識
し
、
後
で
い
い
で
は
な
く
、
い

ま
自
分
に
で
き
る
精
一
杯
の
こ
と
を
常
に
行

う
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
一

緒
に
働
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

先輩からのメッセージ
（H24年4月入社のお二人にインタビュー）

平成成２５年度法人運営目標
「地域で最高の介護・福祉サービスを提供する為、

利用者の立場からサービス内容を見直す。」

（方針の抜粋）
【安全かつ専門的技術の提供】
①「顧客意識」「プロ意識」をもって接
遇・マナーを実践する。②食事、排泄、
入浴などの基本介護技術を向上させる。
専門職の技術を評価する仕組みの検討を
始め、数年後に人事評価の一部として反
映させる。③ケアカンファレンスの質を
向上させる。④リハビリを積極的に行う。
⑤認知症対策を強化する。⑥ターミナル
ケア実施について検討する。⑦利用者の
立場より、安全を考える。夜間の安全に
ついて対策を考える。


